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2中長期計画策定の背景・目的

⚫ 愛知県トライアスロン協会は、1987年に発足し今年
で活動38年目を迎えます。

⚫ この間、それぞれの時代ごとに顕在化する課題に対し
て、多くのステークホルダーの皆さんと共に活動を進め、
トライアスロン競技の普及に尽力してきました。

⚫ いっぽうで、今後は人口減少や物価高などの社会
的・経済的変化が進みつつあり、協会の運営基盤
（会員数・スタッフ・資金）に大きな影響を及ぼしう
ることが予想されます。

⚫ そこで、このような将来の不確実性を視野に入れなが
ら、あらためて基本方針や中長期計画を策定するこ
とで、運営体制の強化を図り、加えてこれを公表する
ことでスタークホルダーからの信頼性を高め、連携強
化を図ることが重要であると考えています。

はじめに 基本方針

⚫ 今後、外部環境が大きく変化する中にあっても、より
多くの人に生涯スポーツとして健康的にトライアス
ロンを楽しんでいただける環境やサービスを提供し
続けるとともに、大会やイベントを通じて地域の発展
にも貢献し続けていきたいと考えています。

持続可能な
組織体制

競技人口の
維持拡大

・スタッフの確保
・財務基盤の安定性
・適正なガバナンス
・自治体や関係組織との
良好なパートナーシップ

・新規層の拡大
・既会員の離脱防止
・会員サービスの充実
・大会数の維持拡大
・強化育成施策の充実

計画策定にあたっての視点

⚫ そのためには、「競技人口の維持拡大」と「持続可
能な組織体制の構築が不可欠」との認識に立ち、
以下のような観点から策定しています。
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3将来のリスクシナリオとそれに対する打ち手のイメージ

大会存続の危機？

会員サービス低下

強化・育成
支援の縮小

負のスパイラル

気軽にマルチスポーツに
チャレンジできる機会の提供

コスト抑制
公的支援の積極活用

新規スタッフの確保策強化

会員サービスの充実、魅力発信、離脱防止策など

大会数の維持、大会の魅力向上

人口減少

物価高

新規層へのアプローチ強化

競技団体としての
持続可能性の低下

財務基盤の安定性
適正な組織ガバナンスの維持

強化育成施策の継続実施
指導者の確保

会費収入減

競技人口の減

大会開催コストの増

スタッフの減

会員数の減

大会参加者
の減

選手の導入
機材費アップ

新規参加の
障壁

 競技人口の維持拡大に関する施策
 持続可能な組織体制に関する施策

◆競技人口の減少や運営コストの増加は、協会の運営基盤（会員数・財務基盤・スタッフ）の弱体化を招き、それが会員
サービスの低下、さらには競技人口の減少へ「負のスパイラル」となって循環するリスクをはらんでいる。

◆将来想定されるリスクに対して、負の相関関係を断ち切るための施策が必要。
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年齢構成からみた会員数減少リスク 4
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ジュニア 高校生 ～19歳 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～ 計

人数 54 14 2 30 78 78 107 158 202 245 200 115 47 38 1,368

構成率 3.9% 1.0% 0.1% 2.2% 5.7% 5.7% 7.8% 11.5% 14.8% 17.9% 14.6% 8.4% 3.4% 2.8%

（人）

◆ 前述の人口減少や物価高に加えて、当協会の年齢構成からみても、近い将来の会員数減少リスクは極めて高い状況にある。
◆ 競技人口の維持拡大のためには、新規加入を底上げし、既存会員の退会を抑制するための施策が必要。

➢ 40歳代と50歳代で会員数の約6割
➢ 45～59歳が200名を超えるボリューム
ゾーンを構成。

【会員の年齢構成（2024年度末時点）】

➢ 至近実績では50歳前後での退会者が
多いことをふまえると、今後の退会数が
加速する可能性大。



一般社団法人

愛知県トライアスロン協会

ATAの使命・役割・活動 5

MISSION 使命
=目的

VISION 役割
＝目標

ACTIVITY 活動
＝手段

より多くの人に、

生涯スポーツとして
健康的にトライアスロン
を楽しんでいただける
環境やサービスを
提供し続けるとともに、

大会やイベントを通じて
地域の発展にも貢献し続
ける

競技人口の
維持拡大

・新規層の拡大
・マルチスポーツに気軽に参加できるようアクアスロンや
デュアスロン等の大会やイベントを積極的に展開

・既会員の離脱防止
・モチベーションの維持向上につながるポイントランキング
表彰制度を継続

・地元トライアスロンスクールとの連携強化
・パラ競技の普及拡大と支援策の充実
・トライアスロンの魅力の積極発信（メディアの活用）

・会員サービスの充実

・強化育成施策の充実
・国スポ出場選手、U15/U19、キッズ/ジュニアの練習会や
合宿の開催

・大会数の維持

・開催地の自治体、関係団体、スポンサー企業等との良好な
関係の構築

・単なる競技イベントではなく、観光や地域活性化、さらに
は地球環境への取り組みを意識した大会運営

持続可能な
組織体制

・審判、協会スタッフの確保
・新規勧誘の積極展開
・審判講習会の開催や表彰制度の活用

・財務基盤の安定性
・大会開催や組織運営にかかるコストの最適化
・公的補助や助成金の積極活用

・適正なガバナンス
・協会のMISSIONや中長期計画の明確化と社外公表
・財務および運営状況の透明性確保
・コンプライアンス遵守を意識した組織運営

会員数
1500名以上
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